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事例２ 「図形の証明」 中学校 第２学年 Ｂ 図形

与えられた方針にもとづいて証明することができるために

１ 全国学力・学習状況調査の結果から

(１) 関連する平成21年度実施の調査問題（ ）中学校 数学Ｂ ４ 中点で交わる２つの線分 参照

(２) 解答類型の反応率「滋賀県版（公立 」からみる分析結果と課題）

○ ４(１)の問題では，提示された方針にもとづいて証明することが求められる。提示された

方針をもとに，三角形の合同を示すために必要なことを見いだして，証明を書くことができ

るかどうかをみるものである。正答率は，42.1％であり，２つの直線が平行となることを，

三角形の合同を利用して証明することに課題がある。

誤答については，仮定としてＡＣ//ＤＢを用いている解答類型７の反応率は，10.3％であ

る。

○ ４(３)の問題では，与えられた条件を整理したり，着目すべき性質を見いだしたりするな

どして，別の証明の方針を立てることが求められる。線分をひいて四角形をつくったとき，

その対辺が平行となることを導くために必要なこと（証明の方針２の①）と，それを仮定か

（ ） 。 ，ら導くための根拠 証明の方針２の② を見いだせるかどうかをみるものである 正答率は

57.5％であり，２つの直線が平行となることを証明するための方針を完成することに課題が

ある。

誤答については，証明の方針２の①に平行四辺形や合同以外の表記をしている解答類型９

の反応率は，24.8％である。

(３) 学習指導に当たって

○ 。証明の方針を立てることができるようにする

証明の学習においては，はじめに，証明を構想することが大切である。証明を構想する際

， ， ，には 結論を導くために何が必要であるかを明らかにしたり 与えられた条件を整理したり

着目すべき性質や関係を見いだしたりするなどして，証明の方針を立てる必要がある。そう

することで，見通しをもって証明を書くことができるようになる。

指導に当たっては，本問題に示した証明の方針１，２のように，結論から仮定，仮定から

結論の両方向から考えて，証明の方針を立てる活動を取り入れることが大切である。
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○ 方針にもとづいて証明を書けるようにする

証明に用いる事柄について立てた方針を参照しながら証明に用いるものを整理し，その事

柄の根拠を明らかにして証明を書く活動を取り入れることが大切である。例えば，設問(1)

で，方針を参照しながら，証明として書く順序を検討したり，実際に書いた証明を方針と照

らし合わせて，示すべきことが示されているかなどを確認したりする場を設定することが大

切である。また 「ＡＭ＝ＢＭ，ＣＭ＝ＤＭ，∠ＡＭＣ＝∠ＢＭＤ」だけでなく，それらの，

根拠として「仮定から」や「対頂角は等しいので」を示すことや 「△ＡＭＣ≡△ＢＭＤ」，

だけでなく，その根拠として「２辺とその間の角がそれぞれ等しいから」を示すことができ

るようにすることが大切である。

その際，次第に形式を整えて証明を書くことができるようにするために，自分たちで書い

た証明について互いに見直したり評価したりして，的確で分かりやすい書き方を工夫する活

動を取り入れることが有効である。

○ 証明を振り返り，新たな性質を見いだすことができるようにする

証明の学習においては，与えられた性質の証明をするだけではなく，その結果や過程を振

り返り，新たな性質を見いだすことが大切である。そのためには，証明を書くことだけでは

なく，証明をよむことが必要である。そうすることで，数や図形の性質などを見いだし発展

的に考える活動に意欲的に取り組むことにつながる。

指導に当たっては，証明の過程で現れた事実や得られた結論に着目し，新たな性質を見つ

けることができないかを考える機会を設けることが大切である。

２ 事例２を生かした取組

(１) 単元名 中学校 第２学年「図形の性質と証明」

（１８時間）(２) 指導計画

次 主 な 内 容 時 間 数

）１ 三角形 ７時間(本時５／７

２ 四角形 ７時間

３ 円 ２時間

４ 練習問題・ポストテスト ２時間

(３) 指導の例

ア 本時のねらい

・方針にもとづいた証明を書くことができる。

。・証明を振り返り，新たな図形の性質を見いだすことができる

※ 内は評価の観点を示す。イ 指導過程

学習活動と発問 指導上の留意点と評価

１．課題の把握

・証明をするには，何を証明

しようとしているのか，ど

のようなことが分かってい

るのかを読み取り，どのよ

うな方針を立ててれば証明

できるのかを明確にして，

方針にもとづいて証明がで

きるようにすることを確認

しておく。

 Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ Ｅ

Ｆ

問題 
 右の図で，ＡＢ＝ＡＣ，線分ＡＢ上に

点Ｄ，線分ＡＣ上に点ＥをＡＤ＝ＡＥと

なるようにとります。点Ｂと点Ｅ，点Ｃ

と点Ｄを結んだ交点をＦとします。 
このとき，ＢＥ＝ＣＤとなることを 

証明しなさい。 
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①太郎さんの考えた証明の方針Ａを読み取る。

証明の方針Ａ

① ＢＥ＝ＣＤを証明するためには，△ＡＢＥ≡△ＡＣＤを示せばよい。

② 仮定よりＡＤ＝ＡＥ，ＡＢ＝ＡＣ がいえる。

③ 仮定と ∠ＢＡＥ＝∠ＣＡＤ，を使うと△ＡＢＥ≡△ＡＣＤが示せそうだ。

ア 注目している三角形の組を色分けし 関 問題に関心を示し，問題の意味を理解

てみよう。 している。

イ 証明に使える事実を図に書き込んで

みよう。 ・図中に記号を書き込むと分かりやすいこ

とに気付けるようにする。

・等しい関係が成り立つ理由が的確に答え

②太郎さんの考えた方針を説明してみよう。 られるか確認をする。

③太郎さんの考えた証明を完成しよう。 知 三角形の合同条件がいえる。

２．課題の追求 ・違う方針を立てても証明ができることに

①花子さんは点Ｂと点Ｃを結び，太郎さん 気付かせる。

とは違う三角形で証明を考えました。

証明の方針Ｂを完成させて，証明をかき

ましょう。

証明の方針Ｂ

① ＢＥ＝ＣＤを証明するためには 【 ㋐ 】を示せばよい。、

② △ＡＢＣがＡＢ＝ＡＣの二等辺三角形であることから【 ㋑ 】がいえる。

③ 【 ㋑ 【 ㋒ ，ＥＣ＝ＤＢを使うと【 ㋐ 】が示せそうだ。】， 】

ア 注目している三角形の組を色分けし ・解決の見通しがもてない生徒には，等し

てみよう。 い辺や等しい角に色をつけさせて，三角

イ 証明に使える事実を図に書き込んで 形の合同条件にあてはまらないか考えさ

みよう。 せる。

【 】，【 】【 】ウ 空欄 ㋐ ㋑ ㋒

に当てはまる事柄は何でしょう？ 考 方針に基づいて，証明を完成させるこ

・㋐ △ＢＥＣ≡△ＣＤＢ とができる。

・㋑ ∠ＥＣＢ＝∠ＤＢＣ…底角

・㋒ ＢＣ＝ＣＢ…共通な辺
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△ＢＥＣと△ＣＤＢにおいて 

仮定より ＡＢ＝ＡＣ … ① 

二等辺三角形の底角は等しいから， 

∠ＥＣＢ＝∠ＤＢＣ… ② 

① とＡＥ＝ＡＤから、 

ＥＣ＝ＤＢ… ③ 

共通な辺だから， 

ＢＣ＝ＣＢ … ④ 

②，③，④より 

2 組の辺とその間の角がそれぞれ等しいので 

△ＢＥＣ≡△ＣＤＢ 

よって  ＢＥ＝ＣＤ 

・証明の板書では，生徒の表記をとりあげ

ながら，この表記の仕方で聞き手に伝わ

るか，伝わったのかということを意識さ

せる。

下図の左の板書では，ＥＣ＝ＤＢとなる

ことの根拠が明記されていない。別の生

②証明を発表する。 徒が説明を補足したのが右の板書であ

る。

・根拠となる図形の性質については，用語

を正しく使って話させる。

・証明の方針と証明の進め方は逆方向の思

考になっているので，生徒が混乱しない

ように矢印をなどを用いて，思考の流れ

を整理する。

③証明を振り返って新たな性質を考える。

花子さんは証明を完成させたあとで，他にも等しい辺や角があったり，その他この図

には色々な特徴があることに気が付きました 花子さんは 何に気付いたのでしょうか？。 ，

・ＢＥ＝ＣＤ，∠ＢＤＣ＝∠ＣＥＢ， ・時間に余裕があれば，なぜそう判断でき

∠ＢＣＤ＝∠ＣＢＥ たのか，根拠を明確にして説明させる。

・△ＢＤＦ≡△ＣＥＦ

・△ＦＢＣは二等辺三角形 考 証明を見直すことで，新たな図形の性

質が見いだせる。

３．学習のまとめ

本時の学習で分かったことを出し合おう。

本事例の活用に関わって

生徒なりに筋道立てて説明する活動から始める○

課題の把握では，立てられた方針を読み取り，生徒なりに筋道立てて説明する活動から始

めている。根拠を明らかにして説明し伝え合う活動を通して，推論の過程を自分の言葉で他

。 ，「 」，「 」，「 」，者に分かりやすく表現することを大切にしたい そして ゆえに または 同様に

「 」，「 」，「 」 ， ，したがって 一方 よって などの言葉や用語 記号を使うことに慣れるようにし

徐々に推論の過程を正確に，しかも分かりやすく表現する能力を高めていく。
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証明を書けるようにするために○

簡単な推論について，まず証明の構想や方針をたて，その要点を上述した言葉や用語，記

， 。号を適切に用いて自分の言葉で書くことから始め よりよいものに改めることを大切にする

本事例の課題追求では，証明の方針の不完全なもの

をはじめに提示し，必要なものを補うことで推論の過

程を明らかにしてから，証明を書かせている。交流の

際には，小黒板を利用して，自分たちの書いた証明を

見直したり評価したりして，的確で分かりやすい書き

方を工夫する活動が必要である。

花子さんの方針については，ワークシートでは一部

を示して提示しているが，生徒の状況に応じて空欄に

して提示することも考えられる。

○ 証明を振り返り，新たな図形の性質を見いだすこと

， ，証明を読むことは 図形の性質の証明を見直したり

評価したりする際に必要である。しかし 「特定の課題，

に関する調査（算数・数学）調査結果（小学校・中学

校 」 からも，証明を振り返って新たな性質や関係を） ※

見つける指導が十分な成果を上げていない現状がうか

がわれる。

本事例では 「証明から他にも等しい辺や角が見つけ，

られないだろうか」という発問で，証明を振り返り，

新たな性質を見いだす場を設定している。このように

証明を読むことを通して，論理的に考察し表現する能

力を養うことを大切にしている。証明を読んで新たな

性質を見いだすことは 「Ｂ図形」の領域だけでなく，，

「Ａ数と式」の領域において，文字を用いた式で数量

の関係をとらえ説明することを指導する際にも大切に

する必要がある。

３ 学習内容の関連

平面図形 図形の調べ方 図形と相似中１ 中２ 中３

考えた証明を小黒板に書かせ，交流の

場面で活用する

※特定の課題に関する調査（算数・数学）調査結果（小学校・中学校）平成１８年７月 P19

国立教育政策研究所 教育課程研究センター

証明を振り返って新たな性質や関係を見つけることについては，合同な三角形の対応する辺の長さが

等しいことの証明を振り返って，対応する大きさの等しい角を答える問題（３年Ⅱ４（１ ）の通過率）

が78.9％であったのに対し 合同な三角形について新たに導くことのできる図形の性質を答える問題 ３， （

年Ⅱ４（２ ）の通過率は37.7％にとどまった。特に後者では，すでに証明の過程で示されている関係）

をそのまま答えた生徒（解答類型４）が15.0％いた。また，質問紙調査で「証明を振り返って新たな性

質や関係を見つける指導を行っていますか」という質問（３年設問８（２ ）に肯定的な回答をした教）

師は64.3％であったが 「このように証明したことをよみ直し（振り返り ，図形の性質を新たに見つけ， ）

」 （ （ ）） ，「 」 ，たことがありますか という質問 ３年設問８ ２ に対して はい と答えた生徒は34.0％であり

指導が十分な成果を上げていない現状がうかがわれた。

証明を見比べさせながら，的確で分か

りやすい書き方に気付かせる



学習プリント①  方針を意識して 証明しよう  解答例 
 
 太郎さんと花子さんは、次の問題を考えています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 太郎さんは、次のような証明の方針Ａを考えました。 
この証明の方針Ａにもとづいて、太郎さんの証明を完成させよう。 

 
証明の方針Ａ 
 
①  ＢＥ＝ＣＤを証明するためには、△ＡＢＥ≡△ＡＣＤを示せばよい。 
②  仮定よりＡＤ＝ＡＥ，ＡＢ＝ＡＣ がいえる。 
③  仮定と ∠ＢＡＥ＝∠ＣＡＤ，を使うと△ＡＢＥ≡△ＡＣＤが示せそうだ。 

 
 
≪証明≫ 

  △ＡＢＥと△ＡＣＤにおいて 
 
 
 
 
 
 
 
 

合同な三角形の対応する辺は等しいから 
ＢＥ＝ＣＤ 

 
仮定より ＡＥ＝ＡＤ … ① 

ＡＢ＝ＡＣ … ② 
共通な角だから、∠ＢＡＥ＝∠ＣＡＤ … ③ 
①，②，③より 
２組の辺とその間の角がそれぞれ等しいので 
△ＡＢＥ≡△ＡＣＤ 

Ａ 

Ｂ Ｃ 

Ｄ Ｅ 

Ｆ 

問題 
 右の図で，ＡＢ＝ＡＣ，線分ＡＢ上に

点Ｄ，線分ＡＣ上に点ＥをＡＤ＝ＡＥと

なるようにとります。点Ｂと点Ｅ，点Ｃ

と点Ｄを結んだ交点をＦとします。 
このとき，ＢＥ＝ＣＤとなることを 

証明しなさい。 

Ａ 

Ｂ Ｃ 

Ｄ Ｅ 

Ｆ 



学習プリント② 解答例 
 
花子さんは、右の図のように、点Ｂと点Ｃ

を結んで△ＡＢＣをつくると、ＢＥ＝ＣＤが

太郎さんとは違う三角形で証明できると考

え証明の方針Ｂをたてました。 
 
証明の方針Ｂ 
 

① ＢＥ＝ＣＤを証明するためには，【 ㋐ 】を示せばよい。 
② △ＡＢＣがＡＢ＝ＡＣの二等辺三角形であることから【 ㋑ 】がいえる。 
③ 【  ㋑ 】，【 ㋒ 】，ＥＣ＝ＤＢを使うと【 ㋐ 】が示せそうだ。 

 
この証明の方針Ｂにもとづいて，花子さんの証明を完成させよう。 
 
 ≪証明≫ 
 △ＢＥＣ  と△ＣＤＢ  において 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合同な三角形の対応する辺は等しいから 
ＢＥ＝ＣＤ 

 
 花子さんは，証明を完成させたあとで，もう一度図形を見つめ直しました。すると

他にも等しい辺や角があったり，その他この図には色々な特徴があることに気が付き

ました。花子さんは，何に気付いたのでしょうか？  
  △ＦＢＣは二等辺三角形になる 

仮定より ＡＢ＝ＡＣ … ① 
二等辺三角形の底角は等しいから、 

∠ＥＣＢ＝∠ＤＢＣ… ② 
① とＡＥ＝ＡＤから、 

ＥＣ＝ＤＢ… ③ 
共通な辺だから、 

ＢＣ＝ＣＢ … ④ 
②，③，④より 
2 組の辺とその間の角がそれぞれ等しいので 
△ＢＥＣ≡△ＣＤＢ 

Ａ 

Ｂ Ｃ 

Ｄ Ｅ 

Ｆ 

Ａ 

Ｂ Ｃ 

Ｄ Ｅ 

Ｆ 



 学習プリント①             証明しよう 
                       ２年  組  番 名前           
 太郎さんと花子さんは，次の問題を考えています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 太郎さんは，次のような証明の方針Ａを考えました。 
この証明の方針Ａにもとづいて，太郎さんの証明を完成させよう。 

 
証明の方針Ａ 
 
① ＢＥ＝ＣＤを証明するためには，△ＡＢＥ≡△ＡＣＤを示せばよい。 

  ② 仮定よりＡＤ＝ＡＥ，ＡＢ＝ＡＣ がいえる。 
③ 仮定と ∠ＢＡＥ＝∠ＣＡＤ，を使うと△ＡＢＥ≡△ＡＣＤが示せそうだ。 

 
 
≪証明≫ 

  △ＡＢＥと△ＡＣＤにおいて 
 
 
 
 
 
 
 
 

合同な三角形の対応する辺は等しいから 
ＢＥ＝ＣＤ 

 Ａ 

Ｂ Ｃ 

Ｄ Ｅ 

Ｆ 

Ａ 

Ｂ Ｃ 

Ｄ Ｅ 

Ｆ 

問題 
 右の図で，ＡＢ＝ＡＣ，線分ＡＢ上に

点Ｄ，線分ＡＣ上に点ＥをＡＤ＝ＡＥと

なるようにとります。点Ｂと点Ｅ，点Ｃ

と点Ｄを結んだ交点をＦとします。 
このとき，ＢＥ＝ＣＤとなることを 

証明しなさい。 



学習プリント② 
 
花子さんは，右の図のように，点Ｂと点Ｃ

を結んで△ＡＢＣをつくると，ＢＥ＝ＣＤが

太郎さんとは違う三角形で証明できると考

え証明の方針Ｂをたてました。 
 
証明の方針Ｂ 
 

① ＢＥ＝ＣＤを証明するためには，【 ㋐ 】を示せばよい。 
② △ＡＢＣがＡＢ＝ＡＣの二等辺三角形であることから【 ㋑ 】がいえる。 
③ 【  ㋑ 】，【 ㋒ 】，ＥＣ＝ＤＢを使うと【 ㋐ 】が示せそうだ。 

 
この証明の方針Ｂにもとづいて，花子さんの証明を完成させよう。 
 
 ≪証明≫ 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合同な三角形の対応する辺は等しいから 
ＢＥ＝ＣＤ 

 
他に分かることは？ 

 

Ａ 

Ｂ Ｃ 

Ｄ Ｅ 

Ｆ 

Ａ 

Ｂ Ｃ 

Ｄ Ｅ 

Ｆ 



評価問題            年  組  番  名前         
 
 大貴さんは，次の問題を考えています。 
 
  右の図のように，長さの等しい２つの線分ＡＢ 

とＣＤが交わっています。その交点をＰとします。 
  ＡＤ＝ＣＢのとき，△ＰＤＢは二等辺三角形に 

なることを証明しなさい。 
 
 
 
 次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。 
 

（１）大貴さんは，次のような証明の方針１を考えました。この証明の方針１にもと

づいて，△ＰＤＢは二等辺三角形になることの証明を完成しなさい。 
 
  証明の方針１ 

  ◇1  △ＰＤＢが二等辺三角形になることを証明するためには， 
∠ＰＢＤ＝∠ＰＤＢ（２つの角が等しい） 

を示せばよい。 
 ◇2  ∠ＰＢＤ＝∠ＰＤＢ を示すためには，△ＡＢＤ≡△ＣＤＢ を示せば 

よい。 
 ◇3  仮定の ＡＢ＝ＣＤ，ＡＤ＝ＣＢ を使うと，△ＡＢＤ≡△ＣＤＢ が 

示せそうだ。 
 

証明 

△ＡＢＤと△ＣＤＢにおいて， 
 
 
 
 
 
 
 
 
合同な三角形の対応する角は等しいから， 
        ∠ＡＢＤ＝∠ＣＤＢ 
すなわち，   ∠ＰＢＤ＝∠ＰＤＢ 
したがって，２つの角が等しいから△ＰＤＢは二等辺三角形である。 
 

Ａ 

Ｂ Ｄ 

Ｃ 

Ｐ 



（２）大貴さんは，△ＡＢＤ≡△ＣＤＢ をもとにして△ＰＤＢが二等辺三角形にな

ることを証明しました。△ＡＢＤ≡△ＣＤＢ をもとにすると，前ページのプリ

ントの問題の図形について，∠ＡＢＤ＝∠ＣＤＢや問題の仮定以外にも分かるこ

とがあります。それを下のアからエまでの中から１つ選びなさい。 
 
   ア ∠ＡＰＤ＝∠ＣＰＢ 
   イ ∠ＢＡＤ＝∠ＤＣＢ 
   ウ ＡＢ＝ＣＤ 
   エ ＡＢ＝ＡＤ 
 
 
（３）美咲さんは，前ページのプリントの問題 

   の図形について，ＡＣを線分で結ぶと， 
△ＰＡＣも二等辺三角形になることに 
気が付きました。このことを証明しなさい。 

 
  証明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 

Ｂ Ｄ 

Ｃ 

Ｐ 



評価問題 解答例        年  組  番  名前         
 
 大貴さんは，次の問題を考えています。 
 
  右の図のように，長さの等しい２つの線分ＡＢ 

とＣＤが交わっています。その交点をＰとします。 
  ＡＤ＝ＣＢのとき，△ＰＤＢは二等辺三角形に 

なることを証明しなさい。 
 
 
 
 次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。 
 

（１）大貴さんは，次のような証明の方針１を考えました。この証明の方針１にもと

づいて，△ＰＤＢは二等辺三角形になることの証明を完成しなさい。 
 
  証明の方針１ 

  ◇1  △ＰＤＢが二等辺三角形になることを証明するためには， 
∠ＰＢＤ＝∠ＰＤＢ（２つの角が等しい） 

を示せばよい。 
 ◇2  ∠ＰＢＤ＝∠ＰＤＢ を示すためには，△ＡＢＤ≡△ＣＤＢ を示せば 

よい。 
 ◇3  仮定の ＡＢ＝ＣＤ，ＡＤ＝ＣＢ を使うと，△ＡＢＤ≡△ＣＤＢ が 

示せそうだ。 
 

証明 

△ＡＢＤと△ＣＤＢにおいて， 
 
 仮定から， ＡＢ＝ＣＤ ……① 
       ＡＤ＝ＣＤ ……② 
 共通な辺だから， 
       ＢＤ＝ＤＢ ……③ 
 ①，②，③より， 
 ３辺がそれぞれ等しいから， 

△ＡＢＤ≡△ＣＤＢ 
合同な三角形の対応する角は等しいから， 
     ∠ＡＢＤ＝∠ＣＤＢ 
すなわち，∠ＰＢＤ＝∠ＰＤＢ 
したがって，２つの角が等しいから△ＰＤＢは二等辺三角形である。 
 

Ａ 

Ｂ Ｄ 

Ｃ 

Ｐ 



（２）大貴さんは，△ＡＢＤ≡△ＣＤＢ をもとにして△ＰＤＢが二等辺三角形にな

ることを証明しました。△ＡＢＤ≡△ＣＤＢ をもとにすると，前ページのプリ

ントの問題の図形について，∠ＡＢＤ＝∠ＣＤＢや問題の仮定以外にも分かるこ

とがあります。それを下のアからエまでの中から１つ選びなさい。 
 
   ア ∠ＡＰＤ＝∠ＣＰＢ 
   イ ∠ＢＡＤ＝∠ＤＣＢ 
   ウ ＡＢ＝ＣＤ 
   エ ＡＢ＝ＡＤ 
 
 
（３）美咲さんは，前ページのプリントの問題 

   の図形について，ＡＣを線分で結ぶと， 
△ＰＡＣも二等辺三角形になることに 
気が付きました。このことを証明しなさい。 

  証明 
 
△ＡＤＣと△ＣＢＡにおいて， 
 仮定から， ＣＤ＝ＡＢ ……① 
       ＡＤ＝ＣＤ ……② 
 共通な辺だから， 
       ＡＣ＝ＣＡ ……③ 
 ①，②，③より， 
 ３辺がそれぞれ等しいから， 

△ＡＤＣ≡△ＣＢＡ 
合同な三角形の対応する角は等しいから， 
     ∠ＡＣＤ＝∠ＣＡＢ 
すなわち，∠ＡＣＰ＝∠ＣＡＰ 
したがって，２つの角が等しいから△ＰＡＣは二等辺三角形である。 

 
別証１ 
△ＰＤＢは二等辺三角形だから，ＰＤ＝ＰＢ……① 
①とＣＤ＝ＡＢ から，     ＰＣ＝ＰＡ……② 
したがって，２つの辺が等しいから△ＰＡＣは二等辺三角形である。 
別証２ 
△ＡＰＤ＝△ＡＢＤ－△ＰＤＢ……① 
△ＣＰＢ＝△ＣＤＢ－△ＰＤＢ……② 
①，②と△ＡＢＤ≡△ＣＤＢから，△ＡＰＤ≡△ＣＰＢ 
合同な三角形の対応する辺は等しいから，ＡＰ＝ＣＰ 
したがって，２つの辺が等しいから△ＰＡＣは二等辺三角形である。 

Ａ 

Ｂ Ｄ 

Ｃ 

Ｐ 
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